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(57)【要約】
【課題】液晶パネルの画素が輝度変化する際の補正輝度
を設定する簡便な手段を提供する。
【解決手段】液晶駆動装置は、補正演算部と、駆動制御
部と、を備える。補正演算部は、液晶パネルの各画素の
輝度を変化させる際に用いる補正輝度を関数を用いて演
算する。駆動制御部は、画素の輝度を第１輝度から第２
輝度に変化させる際、第２輝度に補正輝度を加えた設定
輝度で画素を駆動させる。第１輝度よりも第２輝度が大
きければ、補正演算部は、第１輝度が最小となる場合で
の第２輝度を変数とする補正輝度を表す第１式と、第１
輝度及び第２輝度が最大となる場合の補正輝度と、に基
づく第１関数を用いて演算する。一方、第１輝度よりも
第２輝度が小さければ、補正演算部は、第１輝度が最大
となる場合での第２輝度を変数とする補正輝度を表す第
２式と、第１輝度及び第２輝度が最小となる場合の補正
輝度と、に基づく第２関数を用いて演算する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルの各画素の輝度を変化させる際に用いる補正輝度を関数を用いて演算する補
正演算部と、
　前記画素の前記輝度を第１輝度から第２輝度に変化させる際、前記第２輝度に前記補正
輝度を加えた設定輝度で前記画素を駆動させる駆動制御部と、
を備え、
　前記補正演算部は、
　前記第１輝度よりも前記第２輝度が大きければ、前記第１輝度が最小となる場合での前
記第２輝度を変数とする補正輝度を表す第１式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最大
となる場合の補正輝度と、に基づく第１関数を用いて演算し、
　前記第１輝度よりも前記第２輝度が小さければ、前記第１輝度が最大となる場合での前
記第２輝度を変数とする補正輝度を表す第２式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最小
となる場合の補正輝度と、に基づく第２関数を用いて演算する液晶駆動装置。
【請求項２】
　前記第１関数は、前記第１式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最大となる場合の補
正輝度と、を用いた直線近似で表され、
　前記第２関数は、前記第２式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最小となる場合の補
正輝度と、を用いた直線近似で表される請求項１に記載の液晶駆動装置。
【請求項３】
　前記第１関数又は前記第２関数を用いて演算される補正輝度ｚは、前記第１輝度ｙと、
前記第２輝度ｘと、係数ｈ及びｅを用いて下記数式１で表され、
【数１】

　前記第１関数において、前記係数ｈ及びｅは、前記画素の最大輝度Ｌｍａｘと、前記第
１輝度ｙが最小となる場合での前記第１式の最大値Ｈｐと、前記第２輝度ｘの最大値より
も該第２輝度ｘが大きいと仮定され且つ前記第１式が０となる場合での前記第２輝度ｘの
仮想設定値と該第２輝度ｘの前記最大値との差Ｅｐと、を用いて下記数式２及び３で表さ
れ、

【数２】

【数３】

　前記第２関数において、前記係数ｈ及びｅは、前記最大輝度Ｌｍａｘと、前記第１輝度
ｙが最大となる場合での前記第２式の最小値Ｈｍと、前記第２輝度ｘの最小値よりも該第
２輝度ｘが小さいと仮定され且つ前記第２式が０となる場合での前記第２輝度ｘの仮想設
定値と該第２輝度ｘの前記最小値との差Ｅｍと、を用いて下記数式４及び５で表される請
求項２に記載の液晶駆動装置。
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【数４】

【数５】

【請求項４】
　請求項１～請求項３のいずれかに記載の液晶駆動装置と、液晶パネルと、を備える液晶
表示装置。
【請求項５】
　液晶パネルの各画素の輝度を第１輝度から第２輝度に変化させる際に用いる補正輝度の
演算に用いる関数を設定する補正輝度用の関数設定方法であって、
　前記画素の前記輝度をより高く変化させる際に用いる補正輝度を演算するための第１関
数を設定するステップと、
　前記画素の前記輝度をより低く変化させる際に用いる補正輝度を演算するための第２関
数を設定するステップと、
を備え、
　前記第１関数を設定するステップは、
　前記画素の前記輝度を最小の前記第１輝度から変化させる際、前記第２輝度に前記補正
輝度を加えた設定輝度で前記画素を駆動させて、最小の前記第１輝度及び複数の異なる前
記第２輝度に対する各々の第１補正輝度を設定するステップと、
　複数の異なる前記第２輝度及び前記第１補正輝度に基づいて、前記第１輝度が最小とな
る場合での前記第２輝度を変数とする補正輝度を表す第１式を設定するステップと、
　前記第１式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最大となる場合の第２補正輝度とに基
づいて、前記第１関数を設定するステップと、
を含み、
　前記第２関数を設定するステップは、
　前記画素の前記輝度を最大の前記第１輝度から変化させる際、前記第２輝度に前記補正
輝度を加えた設定輝度で前記画素を駆動させて、最大の前記第１輝度及び複数の異なる前
記第２輝度に対する各々の第３補正輝度を設定するステップと、
　複数の異なる前記第２輝度及び前記第３補正輝度に基づいて、前記第１輝度が最大とな
る場合での前記第２輝度を変数とする補正輝度を表す第２式を設定するステップと、
　前記第２式と、前記第１輝度及び前記第２輝度が最小となる場合の第４補正輝度とに基
づいて、前記第２関数を設定するステップと、
を含む補正輝度用の関数設定方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置の液晶駆動装置に関し、特に、液晶パネルの画素の輝度を変化
させる際に用いる補正輝度を設定する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶表示装置にて動画映像を表示する際の映像のブレ及び残像の発生を抑制又は
防止するために、たとえば特許文献１のように、液晶パネルの各画素をオーバードライブ
制御する技術が知られている。通常、液晶パネルの映像が１フレーム毎に切り替わる際、
画素の輝度変化には遅延が生じる。このような遅延を改善するため、オーバードライブ制
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御では、映像が切り替わる時点から所定時間だけ、目標輝度に補正輝度を加えた輝度とな
るように画素を駆動する。
【０００３】
　従来のオーバードライブ制御では、変化前後の各輝度に対する補正輝度を実測に基づい
て予め設定したルックアップテーブルを作成しておき、メモリに格納していた。そして、
各画素の輝度変化毎に、メモリから読み出したルックアップテーブルに基づいて補正輝度
を決定していた。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特表２００５－５３４９７０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、ルックアップテーブルには、多くの補正輝度が設定される。そのため、
ルックアップテーブルの作成には多大な時間と労力が必要であった。また、ルックアップ
テーブルのデータ量は比較的大きいので、メモリのデータ容量を圧迫し易い。そのため、
データ容量が比較的に少ない安価なメモリを使用できないという問題もあった。
【０００６】
　このような問題に関して、特許文献１では、補正輝度を解析関数などを用いて算出する
ことを示唆しているが、具体的な関数及びその設定概念については何ら言及しておらず不
明である。
【０００７】
　本発明は、このような状況を鑑みてなされたものであり、液晶パネルの画素が輝度変化
する際の補正輝度を設定する簡便な手段を提供することができる液晶駆動装置、液晶表示
装置、及び、補正輝度用の関数設定方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の一の態様による液晶駆動装置は、液晶パネルの各
画素の輝度を変化させる際に用いる補正輝度を関数を用いて演算する補正演算部と、画素
の輝度を第１輝度から第２輝度に変化させる際、第２輝度に補正輝度を加えた設定輝度で
画素を駆動させる駆動制御部と、を備え、補正演算部は、第１輝度よりも第２輝度が大き
ければ、第１輝度が最小となる場合での第２輝度を変数とする補正輝度を表す第１式と、
第１輝度及び第２輝度が最大となる場合の補正輝度と、に基づく第１関数を用いて演算し
、第１輝度よりも第２輝度が小さければ、第１輝度が最大となる場合での第２輝度を変数
とする補正輝度を表す第２式と、第１輝度及び第２輝度が最小となる場合の補正輝度と、
に基づく第２関数を用いて演算する構成（第１の構成）とされる。
【０００９】
　上記第１の構成によれば、液晶パネルの各画素の輝度を変化させる際に用いる補正輝度
を演算するための関数を比較的少ないデータ数で設定することができる。そのため、その
関数の設定に要する時間及び労力をたとえばルックアップテーブルを設定する場合などと
比べて削減することができる。また、変化前の第１輝度及び変化後の第２輝度に応じた補
正輝度を、たとえばデータ量の大きなルックアップテーブルなどを要することなく、本発
明独自の関数を用いて数学的に演算することができる。従って、ルックアップテーブルの
格納によるメモリのデータ容量の圧迫を抑制又は解消できるので、データ容量が比較的に
少ない安価なメモリを使用して製造コストを抑えることができる。よって、液晶パネルの
画素が輝度変化する際の補正輝度を設定する簡便な手段を提供することができる。
【００１０】
　また、上記第１の構成の液晶駆動装置において、第１関数は、第１式と、第１輝度及び
第２輝度が最大となる場合の補正輝度と、を用いた直線近似で表され、第２関数は、第２
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式と、第１輝度及び第２輝度が最小となる場合の補正輝度と、を用いた直線近似で表され
る構成（第２の構成）としてもよい。
【００１１】
　この第２の構成によれば、第１及び第２関数をより簡便に設定することができる。その
ため、補正輝度を演算するための関数の設定に要する時間及び労力をより効果的に削減す
ることができる。
【００１２】
　また、上記第１又は第２の構成の液晶駆動装置において、第１関数又は第２関数を用い
て演算される補正輝度ｚは、第１輝度ｙと、第２輝度ｘと、係数ｈ及びｅを用いて下記数
式１で表され、
【数１】

　第１関数において、係数ｈ及びｅは、画素の最大輝度Ｌｍａｘと、第１輝度ｙが最小と
なる場合での第１式の最大値Ｈｐと、第２輝度ｘの最大値よりも該第２輝度ｘが大きいと
仮定され且つ第１式が０となる場合での第２輝度ｘの仮想設定値と該第２輝度ｘの最大値
との差Ｅｐと、を用いて下記数式２及び３で表され、
【数２】

【数３】

　第２関数において、係数ｈ及びｅは、最大輝度Ｌｍａｘと、第１輝度ｙが最大となる場
合での第２式の最小値Ｈｍと、第２輝度ｘの最小値よりも該第２輝度ｘが小さいと仮定さ
れ且つ第２式が０となる場合での第２輝度ｘの仮想設定値と該第２輝度ｘの最小値との差
Ｅｍと、を用いて下記数式４及び５で表される構成（第３の構成）としてもよい。
【数４】

【数５】

【００１３】
　この第３の構成によれば、変化前後の第１輝度ｙ及び第２輝度ｘに応じた補正輝度ｚを
、上述の第１及び第２関数を含む本発明独自の関数を用いて数学的に演算することができ
る。
【００１４】
　また、上記目的を達成するために、本発明の一の態様による液晶表示装置は、上記第１
～第３のいずれかの構成の液晶駆動装置と、液晶パネルと、を備える構成（第４の構成）
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とされる。
【００１５】
　上記第４の構成によれば、液晶表示装置の液晶パネルの画素が輝度変化する際の補正輝
度を設定する簡便な手段を提供することができる。
【００１６】
　また、上記目的を達成するために、本発明の一の態様による補正輝度用の関数設定方法
は、液晶パネルの各画素の輝度を第１輝度から第２輝度に変化させる際に用いる補正輝度
の演算に用いる関数を設定する補正輝度用の関数設定方法であって、画素の輝度をより高
く変化させる際に用いる補正輝度を演算するための第１関数を設定するステップと、画素
の輝度をより低く変化させる際に用いる補正輝度を演算するための第２関数を設定するス
テップと、を備え、第１関数を設定するステップは、画素の輝度を最小の第１輝度から変
化させる際、第２輝度に補正輝度を加えた設定輝度で画素を駆動させて、最小の第１輝度
及び複数の異なる第２輝度に対する各々の第１補正輝度を設定するステップと、複数の異
なる第２輝度及び第１補正輝度に基づいて、第１輝度が最小となる場合での第２輝度を変
数とする補正輝度を表す第１式を設定するステップと、第１式と、第１輝度及び第２輝度
が最大となる場合の第２補正輝度とに基づいて、第１関数を設定するステップと、を含み
、第２関数を設定するステップは、画素の輝度を最大の第１輝度から変化させる際、第２
輝度に補正輝度を加えた設定輝度で画素を駆動させて、最大の第１輝度及び複数の異なる
第２輝度に対する各々の第３補正輝度を設定するステップと、複数の異なる第２輝度及び
第３補正輝度に基づいて、第１輝度が最大となる場合での第２輝度を変数とする補正輝度
を表す第２式を設定するステップと、第２式と、第１輝度及び第２輝度が最小となる場合
の第４補正輝度とに基づいて、第２関数を設定するステップと、を含む構成（第５の構成
）とされる。
【００１７】
　上記第５の構成によれば、液晶パネルの各画素の輝度を変化させる際に用いる補正輝度
を演算するための関数を比較的少ないデータ数で設定することができる。そのため、その
関数の設定に要する時間及び労力をたとえばルックアップテーブルを設定する場合などと
比べて削減することができる。また、変化前の第１輝度及び変化後の第２輝度に応じた補
正輝度を、たとえばデータ量の大きなルックアップテーブルなどを要することなく、本発
明独自の関数を用いて数学的に演算することができる。従って、ルックアップテーブルの
格納によるメモリのデータ容量の圧迫を抑制又は解消できるので、データ容量が比較的に
少ない安価なメモリを使用して製造コストを抑えることができる。よって、液晶パネルの
画素が輝度変化する際の補正輝度を設定する簡便な手段を提供することができる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、液晶パネルの画素が輝度変化する際の補正輝度を設定する簡便な手段
を提供することができる液晶駆動装置、液晶表示装置、及び、補正輝度用の関数設定方法
を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】液晶テレビジョンの外観図である。
【図２】オーバードライブ制御されない画素の駆動電圧及び輝度の一例を示すグラフであ
る。
【図３Ａ】オーバードライブ制御される画素の駆動電圧及び輝度の一例を示すグラフであ
る。
【図３Ｂ】オーバードライブ制御される画素の駆動電圧及び輝度の他の一例を示すグラフ
である。
【図４】液晶テレビジョンの構成例を示すブロック図である。
【図５Ａ】ＩＰＳ方式の画素において実測に基づく補正輝度を示すルックアップテーブル
の一例である。
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【図５Ｂ】ＩＰＳ方式の画素におけるルックアップテーブルが示す補正輝度の３次元グラ
フである。
【図６】輝度を高くする場合の補正輝度を演算するための近似関数の設定方法を説明する
ためのグラフである。
【図７】輝度を低くする場合の補正輝度を演算するための近似関数を設定方法を説明する
ためのグラフである。
【図８Ａ】ＩＰＳ方式の画素において近似関数を用いて演算された補正輝度の一例を示す
表である。
【図８Ｂ】ＩＰＳ方式の画素において近似関数を用いて演算された補正輝度の３次元グラ
フである。
【図９Ａ】ＶＡ方式の画素において実測に基づく補正輝度を示すルックアップテーブルの
一例である。
【図９Ｂ】ＶＡ方式の画素におけるルックアップテーブルが示す補正輝度の３次元グラフ
である。
【図１０Ａ】ＶＡ方式の画素において近似関数を用いて演算された補正輝度の一例を示す
表である。
【図１０Ｂ】ＶＡ方式の画素において近似関数を用いて演算された補正輝度の３次元グラ
フである。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に、図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。
＜第１実施形態＞
【００２１】
　図１は、液晶テレビジョンの外観図である。液晶テレビジョン１００は、液晶パネル８
の画素をオーバードライブ制御する機能を有する液晶表示装置である。このオーバードラ
イブ制御では、液晶パネル８の映像の変化に応じて各画素の輝度を変化させる際、その変
化の開始時点から所定時間（たとえば１フレーム）迄の期間、変化後の目標輝度に対応す
る目標駆動電圧を越える駆動電圧を画素に供給させる。この駆動制御により、画素の輝度
変化に要する時間（すなわち応答速度）をより速くしている。
【００２２】
　図２は、オーバードライブ制御されない画素の駆動電圧及び輝度の一例を示すグラフで
ある。また、図３Ａは、オーバードライブ制御される画素の駆動電圧及び輝度の一例を示
すグラフである。図３Ｂは、オーバードライブ制御される画素の駆動電圧及び輝度の他の
一例を示すグラフである。なお、図２～図３Ｂにおいて、Ｔは１フレーム分の表示時間を
示している。ｙは変化前の第１輝度を示し、ｘは変化後の第２輝度（すなわち目標輝度）
を示している。また、ｚは変化後の第２輝度ｘに付加される補正輝度を示している。この
補正輝度ｚは、図３Ａのように輝度が高くなる場合には正の値に設定され、図３Ｂのよう
に輝度が低くなる場合には負の値に設定される。これらの符号は他の図でも同様に用いら
れる。
【００２３】
　オーバードライブ制御されない画素では、図２の時点ｔ１において、所定の画素での映
像信号が変化すると、その変化に応じてその画素の駆動電圧Ｖも変化する。ところが、画
素の輝度の応答速度は、液晶分子が動く速度にも影響されるため、画素の輝度変化は時点
ｔ１から遅延する。たとえば、図２のように、その遅延時間は１フレーム分の表示時間Ｔ
よりも長いこともある。このような遅延が各画素に生じると、液晶パネル８に表示される
映像がブレたり、その映像（特に被表示物の輪郭）に残像が生じることがある。
【００２４】
　対して、オーバードライブ制御される画素では、上述のような遅延による不具合は改善
される。たとえば、図３Ａの時点ｔ１において、所定の画素での映像信号が変化して画素
の輝度を高くする場合、その変化に応じて画素の駆動電圧Ｖも大きくなる。この際、その
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画素は、時点ｔ１から１フレーム分の表示時間Ｔの間、設定輝度（ｘ＋ｚ）に対応する設
定駆動電圧Ｖｓで駆動される。この設定駆動電圧Ｖｓは、目標輝度（すなわち第２輝度ｘ
）に対応する目標駆動電圧Ｖｘに、補正輝度ｚ（ｚ＞０）に対応する補正電圧Ｖｚ（Ｖｚ
＞０）を加えた値に設定される。こうすると、実際の輝度変化において、オーバードライ
ブ制御しない場合（図２参照）よりも速い応答速度を得ることができる。従って、図３Ａ
に示すように、実際の応答速度を１フレーム分の表示時間Ｔよりも短くして、画素の輝度
変化の立ち上りを駆動電圧Ｖの立ち上りに近づけることが可能となる。よって、液晶パネ
ル８に表示される映像のブレ及び残像の発生を大幅に改善又は防止することができる。
【００２５】
　また、画素の輝度を低くする場合も、同様にオーバードライブ制御することにより、映
像の不具合を解消することができる。たとえば、図３Ｂの時点ｔ１において、所定の画素
での映像信号が変化して画素の輝度を低くする場合、その変化に応じて画素の駆動電圧Ｖ
も小さくなる。この際、その画素は、時点ｔ１から１フレーム分の表示時間Ｔの間、設定
輝度（ｘ＋ｚ）に対応する設定駆動電圧Ｖｓで駆動される。この設定駆動電圧Ｖｓは、目
標輝度（すなわち第２輝度ｘ）に対応する目標駆動電圧Ｖｘに、補正輝度ｚ（ｚ＜０）に
対応する補正電圧Ｖｚ（Ｖｚ＜０）を加えた値に設定される。こうすると、実際の輝度変
化において、オーバードライブ制御しない場合（図２参照）よりも速い応答速度を得るこ
とができる。従って、図３Ｂに示すように、実際の応答速度を１フレーム分の表示時間Ｔ
よりも短くして、画素の輝度変化の立ち下りを駆動電圧Ｖの立ち下りに近づけることが可
能となる。
【００２６】
　次に、液晶テレビジョン１００の構成について説明する。図４は、液晶テレビジョンの
構成例を示すブロック図である。液晶テレビジョン１００は、チューナ１と、外部入出力
Ｉ／Ｆ２と、デコーダ３と、フレームバッファ４と、赤外線受信部５と、メモリ６と、制
御部７と、液晶パネル８と、を備えている。なお、液晶テレビジョン１００での音声出力
に関する要素については、本発明とは趣旨が異なるため、その説明は割愛する。
【００２７】
　また、図４において、メモリ６、制御部７、及び、液晶パネル８の後述する表示コント
ローラ８２を含む構成は液晶駆動ユニット２００を実現している。この液晶駆動ユニット
２００は、液晶パネル８の各画素８１をオーバードライブ制御する液晶駆動装置である。
【００２８】
　チューナ１は、アンテナ１ａを介して、放送局から放送される各チャンネルの放送信号
を受信する受信部である。チューナ１は、復調処理などにより、その放送信号から映像信
号を分離してデコーダ３に出力する。
【００２９】
　外部入出力Ｉ／Ｆ２は、外部装置と有線又は無線で接続され得る外部通信部である。外
部入出力Ｉ／Ｆ２は、たとえばＢＤレコーダーなどの外部機器から入力される情報（映像
情報、制御情報など）を受け付け、その情報に基づく信号をデコーダ３又は制御部７に出
力する。また、外部入出力Ｉ／Ｆ２は制御部７の出力信号を外部機器に出力する。
【００３０】
　デコーダ３は、チューナ１又は外部入出力Ｉ／Ｆ２から入力される映像信号をデコード
する。
【００３１】
　フレームバッファ４は、揮発性の記憶媒体であり、液晶パネル８で表示する予定の映像
データを１フレーム毎に格納する。
【００３２】
　赤外線受信部５は、リモートコントローラ５ａから出力される赤外線信号を受信し、そ
の赤外線信号に基づくユーザ入力信号を制御部７に出力する。なお、リモートコントロー
ラ５ａは、ユーザ入力を受け付ける外部入力ユニットである。
【００３３】
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　メモリ６は、不揮発性の記録媒体であり、たとえば、制御部７で用いられる様々なプロ
グラム及び情報を格納している。また、メモリ６は、変化前後の第１輝度ｙ及び第２輝度
ｘに対応する補正輝度ｚを後述の近似関数を用いた演算により取得するための関数情報も
格納している。
【００３４】
　制御部７は、メモリ６に格納されているプログラム及び情報などを用いて、液晶テレビ
ジョン１００の各構成要素を制御している。制御部７は、機能要素として、映像処理部７
１と、補正演算部７２と、を含んで構成されている。
【００３５】
　映像処理部７１は、デコードされた映像信号に基づいて、液晶パネル８に表示させる映
像データを生成する。生成された映像データはフレームバッファ４に格納される。また、
映像処理部７１は、フレームバッファ４から１フレーム分の映像データを読み出し、液晶
パネル８に出力する。
【００３６】
　補正演算部７２は、これから液晶パネル８に表示される１フレーム分の映像データをフ
レームバッファ４から読み出す。そして、補正演算部７２は、その映像データに基づいて
、液晶パネル８の各画素８１の輝度を変化させる際に用いる補正輝度ｚを演算する。各画
素８１の補正輝度ｚは、１フレーム分の映像データに対応する補正データとして液晶パネ
ル８に出力される。なお、補正輝度ｚは、メモリ６に格納された関数情報が示す近似関数
を用いて演算される。この近似関数は、実際の輝度変化の際、変化前後の第１輝度ｙ及び
第２輝度ｘ毎に設定した補正輝度ｚの設定値に基づいて設定されている。この近似関数の
設定方法は後に詳述する。
【００３７】
　液晶パネル８は、映像データに基づく画像を表示する表示ユニットである。液晶パネル
８は、アクティブマトリクス駆動方式の画素アレイ８１ａと、表示コントローラ８２と、
行ドライバ８３と、列ドライバ８４と、を含んで構成されている。
【００３８】
　画素アレイ８１ａは、ｖ行×ｈ列（ｖ、ｈはともに正の整数）のマトリクス状に配置さ
れる複数の画素８１を含んで構成される。これらの画素８１は、ＩＰＳ（In Plane Switc
hing）方式で駆動される。また、画素８１の輝度は、駆動電圧Ｖに応じて０～２５５階調
の範囲で変化し、階調が０の場合で最小輝度となり、階調が２５５の場合で最大輝度Ｌｍ
ａｘとなる。
【００３９】
　表示コントローラ８２は、制御部７から出力される制御信号及び映像データに基づいて
、行ドライバ８３及び列ドライバ８４を制御する。この制御により、１フレーム分の映像
データに基づく画像が液晶パネル８に表示される。また、表示コントローラ８２は、画素
８１の輝度を第１輝度ｙから第２輝度ｘに変化させる際、制御部７から出力される補正デ
ータに基づいて、第２輝度ｘに補正輝度ｚを加えた設定輝度（ｘ＋ｚ）で各画素８１を駆
動させる駆動制御部としても機能している。
【００４０】
　行ドライバ８３及び列ドライバ８４は、表示コントローラ８２から出力される電圧制御
信号に応じた駆動電圧Ｖを各画素８１に供給し、各画素８１の輝度が所定値となるように
駆動する。行ドライバ８３は行選択線を介して行方向に並ぶ各画素８１に接続され、列ド
ライバ８４は列データ線を介して列方向に並ぶ各画素８１に接続されている。１つの行選
択線には該当する行の画素８１がすべて接続され、１つの列データ線には該当する列の画
素８１がすべて接続されている。
【００４１】
　最初に、行ドライバ８３は、駆動制御する１行の画素８１を選択する。この行の選択は
、選択する１行の画素８１に接続された行選択線をアクティブにし、その他の行選択線を
アクティブにしないことにより行われる。アクティブにするとは、画素８１と列データ線
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とを接続する図示しないスイッチング素子（例えば、ＴＦＴ素子）がオン駆動されること
を意味する。なお、アクティブにしない場合、スイッチング素子はオフ駆動される。次に
、１列分の映像データが列ドライバ８４から列データ線を介して各画素８１に伝達される
。ここで、行選択線はアクティブでない状態になると、その行の画素８１に伝達された信
号は記憶され、画素８１は記憶された信号に基づいた表示を行う。各フレーム毎に、この
一連の動作をすべての行について行なうことで、一画面分の表示がなされる。
【００４２】
　次に、液晶パネル８の各画素８１の輝度を変化させる際に用いる補正輝度ｚを設定する
方法について説明する。
【００４３】
　まず、画素８１のオーバードライブ制御にルックアップテーブルを用いる手法がある。
このルックアップテーブルは、実測に基づいて、画素８１の輝度変化前後の第１輝度ｙ及
び第２輝度ｘに対する補正輝度ｚが予め設定された表情報である。図５Ａは、ＩＰＳ方式
の画素での実測に基づく補正輝度を示すルックアップテーブルの一例である。図５Ｂは、
ルックアップテーブルが示す補正輝度の３次元グラフである。なお、以下では、ルックア
ップテーブルをＬＵＴと呼ぶ。
【００４４】
　図５Ａ及び図５Ｂに示すように、ＬＵＴには、１６階調毎に変化する第１輝度ｙ及び第
２輝度ｘの各々に対応付けられた２８９（＝１７×１７）個の補正輝度ｚが設定されてい
る。このようにＬＵＴでは多数の補正輝度ｚを実測に基づいて設定されるため、ＬＵＴの
作成には多大な時間と労力が必要となる。また、ＬＵＴは、たとえばメモリ６などの不揮
発性の記憶媒体に格納されるが、比較的データ量の大きな表情報であるため、記憶媒体の
データ容量を圧迫してしまう。さらに、ＬＵＴに基づいて補正輝度ｚを設定する場合、各
画素８１において補正輝度ｚを設定する度にＬＵＴを読み出して該当する補正輝度ｚを特
定する必要がある。そのため、補正輝度ｚの特定に要する時間が比較的長くなり、補正輝
度ｚを特定する構成要素にも比較的大きな負荷が掛かるという問題もある。
【００４５】
　そこで、本発明者は、上述のような問題を解決すべく鋭意検討した結果、以下に説明す
る方法に基づいて、ＬＵＴ全体を近似関数により表現し、この近似関数を用いて補正輝度
ｚを演算する手法を想到するに至った。
【００４６】
　以下に、補正輝度ｚの演算に用いる近似関数を設定する補正輝度ｚ用の関数設定方法に
ついて説明する。ＩＰＳ方式の画素８１での演算に用いられる近似関数は、画素８１の輝
度をより高く変化させる場合（ｘ＞ｙ≧０）の第１近似関数と、輝度をより低く変化させ
る場合（ｙ＞ｘ≧０）の第２近似関数と、に分けて設定される。
【００４７】
　図６は、輝度を高くする場合の補正輝度を演算するための近似関数の設定方法を説明す
るためのグラフである。なお、図６では、第１輝度ｙ、第２輝度ｘ、及び補正輝度ｚの取
り得る範囲の境界を破線で示している。また、図６において、配色された領域Ａ１は、第
１輝度ｙが最小となる場合での第２輝度ｘ及び補正輝度ｚの取り得る範囲を表している。
また、実線で描かれた曲線Ｆ１は後述する第１近似式を表している。
【００４８】
　ｘ＞ｙ≧０の場合、まず、画素８１の輝度を最小の第１輝度ｙ（すなわち０階調）から
変化させる。この際、第２輝度ｘに補正輝度ｚ（ｚ＞０）を加えた設定輝度（ｘ＋ｚ）で
画素８１を駆動させる。そして、最小の第１輝度ｙ及び複数の異なる第２輝度ｘに対する
各々の補正輝度ｚを設定する。次に、複数の異なる第２輝度ｘ、及び、設定した補正輝度
ｚに基づいて第１近似式Ｆ１を設定する。この第１近似式Ｆ１は、最小の第１輝度ｙから
各々異なる設定値の第２輝度ｘに変化させた場合において実測に基づいて決定された補正
輝度ｚの各設定値と、該第２輝度ｘの各設定値とに基づいて設定される。よって、第１近
似式Ｆ１は、第１輝度ｙが最小となる場合（すなわち輝度が０階調から変化する場合）で
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、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが共に最大となる場合（図６の点Ｐｍａｘ）での補正輝度ｚ
とに基づいて、補正輝度ｚの演算に用いる第１近似関数を設定する。なお、図６では、第
１近似式Ｆ１は、第１輝度ｙが最小となる場合での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを
表す３次近似関数となっている。
【００４９】
　より具体的には、第１近似関数は、図６の配色された領域Ａ１内における第１近似式Ｆ
１上の各点（たとえば点Ｑ０～Ｑ３）と、点Ｐｍａｘ（或いは、第１輝度ｙ及び第２輝度
ｘが最大となる場合の補正輝度ｚ）とを用いた直線近似で表される。なお、図６において
、点Ｑ０はグラフの原点Ｏにある。また、点Ｑ３は、第１近似式Ｆ１と、第２輝度ｘ及び
補正輝度ｚの取り得る範囲の境界線Ｂ１との交点になっている。従って、補正輝度ｚが（
Ｌｍａｘ－ｘ）以下である場合、第１近似関数は、第１近似式Ｆ１上の各点と点Ｐｍａｘ
とを結ぶ複数の線分で構成される曲面で表される。一方、補正輝度ｚが（Ｌｍａｘ－ｘ）
よりも大きい場合、第１近似関数は、境界線Ｂ１上の各点（たとえば点Ｑ３、Ｑ４、Ｑｍ
ａｘ）と点Ｐｍａｘとを結ぶ複数の線分で構成される平面で表される。
【００５０】
　次に、図７は、輝度を低くする場合の補正輝度を演算するための近似関数を設定方法を
説明するためのグラフである。なお、図７では、第１輝度ｙ、第２輝度ｘ、及び補正輝度
ｚの取り得る範囲の境界を破線で示している。また、図７において、配色された領域Ａ２
は、第１輝度ｙが最大となる場合での第２輝度ｘ及び補正輝度ｚの取り得る範囲を表して
いる。実線で描かれた曲線Ｆ２は後述する第２近似式を表している。
【００５１】
　ｙ＞ｘ≧０の場合、まず、画素８１の輝度を最大の第１輝度ｙ（すなわちＬｍａｘ；２
５５階調）から変化させる。この際、第２輝度ｘに補正輝度ｚ（ｚ＜０）を加えた設定輝
度（ｘ＋ｚ）で画素８１を駆動させる。そして、最大の第１輝度ｙ及び複数の異なる第２
輝度ｘに対する各々の補正輝度ｚを設定する。次に、複数の異なる第２輝度ｘ、及び、設
定した補正輝度ｚに基づいて第２近似式Ｆ２を設定する。この第２近似式Ｆ２は、最大の
第１輝度ｙから各々異なる設定値の第２輝度ｘに変化させた場合において実測に基づいて
決定された補正輝度ｚの各設定値と、該第２輝度ｘの各設定値とに基づいて設定される。
よって、第２近似式Ｆ２は、第１輝度ｙが最大となる場合（すなわち輝度が２５５階調か
ら変化する場合）での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを表す。そして、第１輝度ｙが
最大となり且つｘ－ｚ平面と平行な面上の第２近似式Ｆ２と、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘ
が共に最小となる場合（図７の点Ｑ０）での補正輝度ｚとに基づいて、補正輝度ｚの演算
に用いる第２近似関数を設定する。なお、図７では、第２近似式Ｆ２は、第１輝度ｙが最
大となる場合での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを表す３次近似関数となっている。
【００５２】
　より具体的には、第２近似関数は、図７の配色された領域Ａ２内における第２近似式Ｆ
２上の各点（たとえば点Ｐ２～Ｐ４及びＰｍａｘ）と、点Ｑ０（或いは、第１輝度ｙ及び
第２輝度ｘが最小となる場合のでの補正輝度ｚ）とを用いた直線近似で表される。なお、
点Ｐ３は、図７の配色された領域Ａ２内において、第２近似式Ｆ２が最小値Ｈｍを示す点
である。また、点Ｐ２は、第２近似式Ｆ２と、第２輝度ｘ及び補正輝度ｚの取り得る範囲
の境界線Ｂ２との交点である。従って、補正輝度ｚが－ｘ以上である場合、第２近似関数
は、第２近似式Ｆ２上の各点と点Ｑ０と結ぶ複数の線分で構成される曲面で表される。一
方、補正輝度ｚが－ｘよりも小さい場合、第２近似関数は、境界線Ｂ２上の各点（たとえ
ば点Ｐ０～Ｐ２）と点Ｑ０とを結ぶ複数の線分で構成される平面で表される。
【００５３】
　以上の設定概念をまとめると、ＩＰＳ方式の画素８１を第１輝度ｙから第２輝度ｘに変
化させる際の補正輝度ｚは、次の数式６で表される近似関数を用いて設定することができ
る。
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【数６】

【００５４】
　なお、上記数式６の係数ｈ及びｅは、画素８１の輝度が高くなる場合（ｘ＞ｙ≧０）と
、輝度が低くなる場合（ｙ＞ｘ≧０）とで異なる数式で表される。
【００５５】
　たとえば、ｘ＞ｙ≧０の場合、係数ｈ及びｅは、次の数式７及び８で表される。すなわ
ち、補正輝度ｚは、上記数式６と次の数式７及び８とで表される第１近似関数を用いて取
得することができる。
【数７】

【数８】

【００５６】
　ここで、数式７及び８において、係数Ｈｐは、図６の配色された領域Ａ１内において、
第１近似式Ｆ１が最大となる点Ｑ２が示す補正輝度ｚである。また、係数Ｅｐは、図６の
点Ｑｏｕｔが示す仮想の第２輝度ｘと、点Ｑｍａｘでの第２輝度ｘ（すなわち最大値）と
の差である。なお、点Ｑｏｕｔは、図６のグラフにおいて第１近似式Ｆ１のｘ切片となる
点であり、図６の配色された領域Ａ１外のｘ＞Ｌｍａｘと仮定される領域においてｚ＝０
となる点である。
【００５７】
　但し、第１近似関数から取得される補正輝度ｚが該補正輝度ｚの取り得る範囲を越える
場合、該範囲の境界（図６の破線）上の点における補正輝度ｚが取得される。よって、ｘ
＞ｙ≧０且つｚ＞－ｘ＋Ｌｍａｘの場合、補正輝度ｚは次の数式９を用いて取得される。
【数９】

【００５８】
　一方、ｙ＞ｘ≧０の場合、係数ｈ及びｅは、次の数式１０及び１１で表される。すなわ
ち、補正輝度ｚは、上記数式６と次の数式１０及び１１とで表される第２近似関数を用い
て取得することができる。
【数１０】

【数１１】

【００５９】
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　ここで、数式１０及び１１において、係数Ｈｍは、図７の配色された領域Ａ２内におい
て、第２近似式Ｆ２が最小となる点Ｐ３が示す補正輝度ｚである。また、係数Ｅｍは、図
７の点Ｐｏｕｔが示す仮想の第２輝度ｘと、点Ｐ０での第２輝度ｘ（すなわち最小値）と
の差である。なお、点Ｐｏｕｔは、図７において第２近似式Ｆ２のｘ切片となる点であり
、図７の配色された領域Ａ２外のｘ＜０と仮定される領域においてｚ＝０となる点である
。
【００６０】
　但し、第２近似関数から取得される補正輝度ｚが該補正輝度ｚの取り得る範囲を越える
場合、該範囲の境界（図７の破線）上の点における補正輝度ｚが取得される。よって、ｙ
＞ｘ≧０且つｚ＜－ｘの場合、補正輝度ｚは次の数式１２を用いて取得することができる
。
【数１２】

【００６１】
　次に、上述の近似関数を用いて演算した補正輝度ｚの一例を図８Ａ及び図８Ｂに示す。
図８Ａは、ＩＰＳ方式の画素において近似関数を用いて演算された補正輝度の一例を示す
表である。図８Ｂは、近似関数を用いて演算された補正輝度の３次元グラフである。なお
、図８Ａ及び８Ｂでは、第１近似関数の係数Ｈｐは２３に設定され、係数Ｅｐは６に設定
されている。また、第２近似関数の係数Ｈｍは－３５に設定され、係数Ｅｐは－９４に設
定されている。
【００６２】
　図８Ａ及び８Ｂに示すように、近似関数を用いて演算した補正輝度ｚでは、図５Ａ及び
５Ｂに示すＬＵＴの設定値に対して大きな差は見られず、良好な精度でＬＵＴの設定値が
近似されていることがわかる。
【００６３】
　以上、本発明の第１実施形態を説明した。第１実施形態の液晶テレビジョン１００は、
液晶パネル８と、液晶駆動ユニット２００と、を備えている。また、液晶駆動ユニット２
００は、補正演算部７２と、表示コントローラ８２と、を備える。補正演算部７２は、液
晶パネル８の各画素８１の輝度を変化させる際に用いる補正輝度ｚを近似関数を用いて演
算する。表示コントローラ８２は、画素８１の輝度を第１輝度ｙから第２輝度ｘに変化さ
せる際、第２輝度ｘに補正輝度ｚを加えた設定輝度（ｘ＋ｚ）で画素８１を駆動させる。
第１輝度ｙ（ｙ≧０）よりも第２輝度ｘが大きければ、補正演算部７２は、第１近似式Ｆ
１と、点Ｐｍａｘ（或いは、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが最大となる場合の補正輝度ｚ）
と、に基づく第１近似関数を用いて演算する。この第１近似式Ｆ１は、第１輝度ｙが最小
となる場合での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを表す。一方、第１輝度ｙ（ｙ≧０）
よりも第２輝度ｘが小さければ、補正演算部７２は、第２近似式Ｆ２と、点Ｑ０（或いは
、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが最小となる場合の補正輝度ｚ）と、に基づく第２近似関数
を用いて演算する。この第２近似式Ｆ２は、第１輝度ｙが最大となる場合での第２輝度ｘ
を変数とする補正輝度ｚを表す。
【００６４】
　また、第１実施形態の補正輝度ｚ用の関数設定方法では、液晶パネル８の各画素８１の
輝度を第１輝度ｙから第２輝度ｘに変化させる際に用いる補正輝度ｚの演算に用いる近似
関数を設定する。この関数設定方法は、画素８１の輝度をより高く変化させる際に用いる
補正輝度ｚを演算するための第１近似関数を設定するステップと、画素８１の輝度をより
低く変化させる際に用いる補正輝度ｚを演算するための第２近似関数を設定するステップ
と、を備える。第１近似関数を設定するステップでは、画素８１の輝度を最小の第１輝度
ｙから変化させる際、第２輝度ｘに補正輝度ｚ（ｚ＞０）を加えた設定輝度（ｘ＋ｙ）で
画素８１を駆動させる。最小の第１輝度ｙ及び複数の異なる第２輝度ｘに対する各々の補
正輝度ｚ（第１補正輝度）を設定し、複数の異なる第２輝度ｘ及び設定した補正輝度（第
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１補正輝度）に基づいて第１近似式Ｆ１を設定する。この第１近似式Ｆ１は、第１輝度ｙ
が最小となる場合での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを表す。そして、第１近似式Ｆ
１と、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが最大となる場合の補正輝度ｚ（第２補正輝度）とに基
づいて、第１近似関数を設定する。また、第２近似関数を設定するステップでは、画素８
１の輝度を最大のｙ第１輝度から変化させる際、第２輝度ｘに補正輝度ｚ（ｚ＜０）を加
えた設定輝度（ｘ＋ｚ）で画素８１を駆動させる。最大の第１輝度ｙ及び複数の異なる第
２輝度ｘに対する各々の補正輝度ｚ（第３補正輝度）を設定し、複数の異なる第２輝度ｘ
及び設定した補正輝度（第３補正輝度）に基づいて第２近似式Ｆ２を設定する。この第２
近似式Ｆ２は、第１輝度ｙが最大となる場合での第２輝度ｘを変数とする補正輝度ｚを表
す。そして、第２近似式Ｆ２と、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが最小となる場合の補正輝度
ｚ（第４補正輝度）とに基づいて、第２近似関数を設定する。
【００６５】
　こうすれば、液晶パネル８の各画素８１の輝度を変化させる際に用いる補正輝度ｚを演
算するための近似関数を比較的少ないデータ数で設定することができる。そのため、その
近似関数の設定に要する時間及び労力をたとえばＬＵＴを設定する場合などと比べて削減
することができる。また、変化前の第１輝度ｙ及び変化後の第２輝度ｘに応じた補正輝度
ｚを、たとえばデータ量の大きなＬＵＴなどを要することなく、本発明独自の近似関数を
用いて数学的に演算することができる。従って、ＬＵＴの格納によるメモリ６のデータ容
量の圧迫を抑制又は解消できるので、データ容量が比較的に少ない安価なメモリを使用し
て製造コストを抑えることができる。よって、液晶パネル８の画素８１が輝度変化する際
の補正輝度ｚを設定する簡便な手段を提供することができる
【００６６】
　また、第１実施形態によれば、第１近似関数は、第１近似式Ｆ１と、第１輝度ｙ及び第
２輝度ｘが最大となる場合の補正輝度ｚと、を用いた直線近似で表される。また、第２近
似関数は、第２近似式Ｆ２と、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘが最小となる場合の補正輝度ｚ
と、を用いた直線近似で表される。こうすれば、第１及び第２近似関数をより簡便に設定
することができる。そのため、補正輝度ｚを演算するための近似関数の設定に要する時間
及び労力をより効果的に削減することができる。
【００６７】
　また、第１実施形態によれば、第１近似関数又は第２近似関数を用いて演算される補正
輝度ｚは、第１輝度ｙと、第２輝度ｘと、係数ｈ及びｅを用いて上述の数式６で表される
。第１近似関数において、係数ｈ及びｅは、画素の最大輝度Ｌｍａｘと、係数Ｈｐと、係
数Ｅｐを用いて上述の数式７及び８で表される。なお、係数Ｈｐは、第１輝度ｙが最小と
なる場合での第１近似式Ｆ１の最大値である。係数Ｅｐは、第２輝度ｘの最大値よりも該
第２輝度ｘが大きいと仮定され且つ第１近似式Ｆ１が０となる場合での第２輝度ｘの仮想
設定値と該第２輝度ｘの最大値との差である。また、第２近似関数において、係数ｈ及び
ｅは、最大輝度Ｌｍａｘと、係数Ｈｍと、係数Ｅｍと、を用いて上述の数式９及び１０で
表される。なお、係数Ｈｍは、第１輝度ｙが最大となる場合での第２近似式Ｆ２の最小値
である。係数Ｅｍは、第２輝度ｘの最小値よりも該第２輝度ｘが小さいと仮定され且つ第
２近似式Ｆ２が０となる場合での第２輝度ｘの仮想設定値と該第２輝度ｘの最小値との差
である。この構成によれば、変化前後の第１輝度ｙ及び第２輝度ｘに応じた補正輝度ｚを
、上述の第１及び第２近似関数を含む本発明独自の近似関数を用いて数学的に演算するこ
とができる。
＜第２実施形態＞
【００６８】
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。第２実施形態では、画素アレイ８１ａ
の各画素８１は、ＶＡ（Vertical Alignment：垂直配向）方式で駆動される。また、各画
素８１の輝度を変化させる際には、ＶＡ方式の画素８１に応じた近似関数を用いて、補正
輝度ｚが演算される。以下、第２実施形態について、第１実施形態と異なる点を説明する
。また、第１実施形態と同様の要素には同じ符合を付し、その説明を省略する。
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【００６９】
　ＶＡ方式の画素８１では、輝度を０階調（すなわち第１輝度ｙ＝０）からより高い輝度
に変化させる際、他の方式（たとえばＩＰＳ方式）よりもオーバードライブ制御の制御量
（すなわち補正輝度ｚの絶対値）を大きくする必要がある。そのため、補正輝度ｚの演算
に用いられる近似関数は、画素８１の輝度が高くなる場合（ｘ＞ｙ＞０）の第１近似関数
と、輝度が低くなる場合（ｙ＞ｘ＞０）の第２近似関数と、輝度が変化する前の第１輝度
ｙが０階調である場合（ｙ＝０）の第３近似関数と、に分けて設定される。
【００７０】
　ＶＡ方式の画素８１を第１輝度ｙから第２輝度ｘに変化させる際の補正輝度ｚは、次の
数式１３で表される近似関数を用いて取得することができる。
【数１３】

【００７１】
　なお、上記数式１３の係数ｈ及びｅは、画素８１の輝度が高くなる場合（ｘ＞ｙ＞０）
と、輝度が低くなる場合（ｙ＞ｘ＞０）と、輝度が０階調から変化する場合（ｙ＝０）と
、で異なる数式で表される。
【００７２】
　たとえば、ｘ＞ｙ＞０の場合、係数ｈ及びｅは、次の数式１４及び１５で表される。す
なわち、補正輝度ｚは、上記数式１３と次の数式１４及び１５とで表される第１近似関数
を用いて取得することができる。
【数１４】

【数１５】

【００７３】
　ここで、数式１４及び１５において、係数Ｈｐａは、第１輝度ｙが最小となる場合での
第２輝度ｘ及び補正輝度ｚの取り得る第１範囲（図６の領域Ａ１参照）内において、第１
近似式Ｆ１が最大となる点での補正輝度ｚである。また、係数Ｅｐａは、上記第１範囲外
のｘ＞Ｌｍａｘと仮定される範囲においてｚ＝０となる点が示す仮想の第２輝度ｘと、第
２輝度ｘが取り得る最大値との差である。
【００７４】
　但し、第１近似関数から取得される補正輝度ｚが該補正輝度ｚの取り得る範囲を越える
場合、該範囲の境界（図６の破線参照）上の点における補正輝度ｚが取得される。よって
、ｘ＞ｙ＞０且つｚ＞－ｘ＋Ｌｍａｘの場合、補正輝度ｚは次の数式１６を用いて取得さ
れる。

【数１６】

【００７５】
　また、ｙ＞ｘ＞０の場合、係数ｈ及びｅは、次の数式１７及び１８で表される。すなわ
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ち、補正輝度ｚは、上記数式１３と次の数式１７及び１８とで表される第２近似関数を用
いて取得することができる。
【数１７】

【数１８】

【００７６】
　ここで、数式１７及び１８において、係数Ｈｍは、第１輝度ｙが最大となる場合での第
２輝度ｘ及び補正輝度ｚの取り得る第２範囲（図７の領域Ａ２参照）内において、第２近
似式Ｆ２が最小となる点での補正輝度ｚである。また、係数Ｅｍは、上記第２範囲外のｘ
＜０と仮定される範囲においてｚ＝０となる点が示す仮想の第２輝度ｘと、第２輝度ｘが
取り得る最大値との差である。
【００７７】
　但し、第２近似関数から取得される補正輝度ｚが該補正輝度ｚの取り得る範囲を越える
場合、該範囲の境界（図７の破線参照）上の点における補正輝度ｚが取得される。よって
、ｙ＞ｘ＞０且つｚ＜－ｘの場合、補正輝度ｚは、次の数式１９を用いて取得することが
できる。

【数１９】

【００７８】
　さらに、ｙ＝０の場合、係数ｈ及びｅは、次の数式２０及び２１で表される。すなわち
、補正輝度ｚは、上記数式１３と次の数式２０及び２１とで表される第３近似関数を用い
て取得することができる。

【数２０】

【数２１】

【００７９】
　ここで、数式２０及び２１において、係数Ｈｐｂは補正輝度ｚの最大値である。また、
係数Ｅｐｂは、ｘ＞Ｌｍａｘと仮定される範囲においてｚ＝０となる点が示す第２輝度ｘ
である。
【００８０】
　但し、第３近似関数から取得される補正輝度ｚが該補正輝度ｚの取り得る範囲を越える
場合、該範囲の境界（図６又は図７の破線参照）上の点における補正輝度ｚが取得される
。よって、ｚ＞－ｘ＋Ｌｍａｘの場合、補正輝度ｚは、次の数式２２を用いて取得するこ
とができる。
【数２２】

【００８１】
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　次に、ＶＡ方式の画素８１におけるＬＵＴの設定値の一例を図９Ａ及び図９Ｂに示し、
上述の近似関数を用いて演算した補正輝度ｚの一例を図１０Ａ及び図１０Ｂに示す。図９
Ａは、ＶＡ方式の画素８１において実測に基づく補正輝度を示すルックアップテーブルの
一例である。図９Ｂは、ルックアップテーブルが示す補正輝度の３次元グラフである。ま
た、図１０Ａは、ＶＡ方式の画素８１において近似関数を用いて演算された補正輝度の一
例を示す表である。図１０Ｂは、近似関数を用いて演算された補正輝度の３次元グラフで
ある。図１０Ａ及び１０Ｂでは、第１近似関数の係数Ｈｐａは３９に設定され、係数Ｅｐ
ａは６に設定されている。また、第２近似関数の係数Ｈｍは－６７に設定され、係数Ｅｍ
は－８６に設定されている。また、第３近似関数の係数Ｈｐｂは－５２に設定され、係数
Ｅｐｂは０に設定されている。
【００８２】
　図１０Ａ及び１０Ｂに示すように、近似関数を用いて演算した補正輝度ｚでは、図９Ａ
及び９Ｂに示すＬＵＴの設定値に対して大きな差は見られず、良好な精度でＬＵＴの設定
値が近似されていることがわかる。
【００８３】
　以上、本発明の第２実施形態を説明した。第２実施形態では、第１～第３近似関数のい
ずれかを用いて演算される補正輝度ｚは、第１輝度ｙと、第２輝度ｘと、係数ｈ及びｅを
用いて上述の数式１３で表される。第１近似関数において、係数ｈ及びｅは、画素の最大
輝度Ｌｍａｘと、係数Ｈｐａと、係数Ｅｐａを用いて上述の数式１４及び１５で表される
。なお、係数Ｈｐａは、第１輝度ｙが最小となる場合での第１近似式Ｆ１の最大値である
。係数Ｅｐａは、第２輝度ｘの最大値よりも該第２輝度ｘが大きいと仮定され且つ第１近
似式Ｆ１が０となる場合での第２輝度ｘの仮想設定値と該第２輝度ｘの最大値との差であ
る。また、第２近似関数において、係数ｈ及びｅは、最大輝度Ｌｍａｘと、係数Ｈｍと、
係数Ｅｍと、を用いて上述の数式１７及び１８で表される。なお、係数Ｈｍは、第１輝度
ｙが最大となる場合での第２近似式Ｆ２の最小値である。係数Ｅｍは、第２輝度ｘの最小
値よりも該第２輝度ｘが小さいと仮定され且つ第２近似式Ｆ２が０となる場合での第２輝
度ｘの仮想設定値と該第２輝度ｘの最小値との差である。また、第３近似関数において、
係数ｈ及びｅは、最大輝度Ｌｍａｘと、係数Ｈｐａと、係数Ｅｐａと、を用いて上述の数
式２０及び２１で表される。なお、係数Ｈｐｂは補正輝度ｚの最大値である。また、係数
Ｅｐｂは、ｘ＞Ｌｍａｘと仮定される範囲においてｚ＝０となる点が示す第２輝度ｘであ
る。この構成によれば、変化前後の第１輝度ｙ及び第２輝度ｘに応じた補正輝度ｚを、上
述の第１～第３近似関数を含む本発明独自の近似関数を用いて数学的に演算することがで
きる。
【００８４】
　以上、本発明の実施形態について説明した。なお、上述の実施形態は例示であり、その
各構成要素や各処理の組み合わせに色々な変形が可能であり、本発明の範囲にあることは
当業者に理解されるところである。
【００８５】
　たとえば、上述の第１及び第２実施形態において、制御部７の各機能要素のうちの少な
くとも一部は物理的な構成要素（たとえば電気回路、装置など）で実現されていてもよい
。
【００８６】
　また、上述の第１及び第２実施形態では、画素８１の輝度を０～２５５階調の範囲で変
化させているが、輝度変化の範囲は特に限定しない。輝度は、０～２５５階調よりも狭い
範囲で変化してもよいし、０～２５５階調よりも広い範囲で変化してもよい。なお、画素
８１の輝度変化の範囲が広いほど、第１輝度ｙ及び第２輝度ｘに対する補正輝度ｚのデー
タ数は多くなるため、本発明の有効性は顕著となる。
【００８７】
　また、上述の第１及び第２実施形態では、第１近似式Ｆ１及び第２近似式Ｆ２をそれぞ
れ３次関数で設定しているが、ＬＵＴの設定値の近似に適する他の関数で設定してもよい
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【００８８】
　また、上述の第１及び第２実施形態では、第１及び第２近似関数を直線近似により設定
しているが、ＬＵＴの設定値に適する他の近似手法を採用してもよい。
【００８９】
　また、上述の第１及び第２実施形態では、画素８１から放射される白色光の輝度変化に
応じた補正輝度ｚを演算して画素８１をオーバードライブ制御しているが、本発明の適用
範囲はこの例示に限定されない。画素８１の発光色毎に、輝度変化に応じた補正輝度ｚを
演算して画素８１をオーバードライブ制御してもよい。
【符号の説明】
【００９０】
　１００　液晶テレビジョン
　２００　液晶駆動ユニット
　１　チューナ
　１ａ　アンテナ
　２　外部入出力Ｉ／Ｆ
　３　デコーダ
　４　フレームバッファ
　５　赤外線受信部
　５ａ　リモートコントローラ
　６　メモリ
　７　制御部
　７１　映像処理部
　７２　補正演算部
　８　液晶パネル
　８１　画素
　８１ａ　画素アレイ
　８２　表示コントローラ
　８３　行ドライバ
　８４　列ドライバ
　ｙ　変化前の第１輝度
　ｘ　変化後の第２輝度
　ｚ　補正輝度
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